
社会保障分野における
番号導入の必要性1

　我が国の少子高齢化は著しく、経済の低迷とあい

まって、社会保障給付費の増加と担税力の低下に拍

車をかけています。このような状況に対して、社会

保障制度の持続可能性や信頼性に不安を訴える意見

や、社会保障制度改革の必要性を訴える意見が、社

会的に大きく取り上げられるようになって、既に長

い年月が経過しています。

　しかしながら、このような状況にあるからこそ、

所得再分配の行方に対する社会的関心が強まってお

り、逆説的ではありますが、社会保障制度の存在意

義が高まっているのもまた事実です。この社会保障

制度を、より持続可能性の高く、より信頼性の高い

ものとすべく改革を行っていくことは、我が国に

とっての急務と言えます。

　これに応えるためには、社会保障制度の公平性を

高めることが重要です。公平性を高めれば、すなわ

ち誰がどれだけ負担し、だれがどれだけ給付を受け

るのかについて、社会的なコンセンサスが得られる

ような全体像を描くことができれば、制度の持続可

能性と信頼性をともに高めていくことができると考

えられます。

　そのような社会的なコンセンサスを得る前提とし

て、だれがどれだけ負担し、だれがどれだけ給付を

受けるのかということについて、プライバシーに十

分に配慮しながら必要な範囲で正確に把握すること

が必要ですが、これまで、それが実現されていると

は言い難い状況でした。社会保障・税番号制度は、複

数の機関に存在する個人情報について同一人の情報

であるということの確認を行うための基盤として、そ

のような把握と、それによる社会保障制度の効率化・

透明化のための重要なツールとなります。先に述べ

た、我が国にとっての急務に対処するにあたっての

必須のものであると表現しても過言ではありません。

　社会保障制度をめぐっては、社会保障の充実・安

定化と財政健全化を実現するべく、平成24年８月に、

消費税の引上げを含む社会保障・税一体改革関連法

案が成立しました。また、これと同時に成立した社

会保障制度改革推進法（24年法律第64号）の規定に

より社会保障制度改革国民会議が開催され、翌年の

25年８月には、1970年代モデルの社会保障から、超

高齢化の進行、家族・地域の変容、雇用の環境変化

などに対応した全世代対応型の21世紀モデルに変え

ていくこと等、今後の社会保障制度改革の方向性を

示す報告書がまとめられました。さらに、この会議

の審議の結果等を踏まえ、同年12月には「持続可能

な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関

する法律」（25年法律第112号）が成立し、社会保障
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制度改革の全体像・進め方が明示されました。こう

したことを通じ、社会保障制度の充実を図りつつ持

続可能性を高める道筋がつけられつつあります（図

－１）。

　こうした改革を着実に実行しつつ、将来世代に、

我が国の社会保障制度を確かな形で伝えていくため

には、社会保障・税番号制度という、社会の公平性

を高めるためのインフラの、確実な構築と定着が欠

かせません。

社会保障分野における
番号の利用効果とその例2

　平成25年５月に成立した「行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律」（25年法律第27号）によって創設される個人番

号については、利用範囲が多岐にわたりますが、そ

の大部分を社会保障分野が占めています（図－２）。

　社会保障分野における番号利用のメリットは、次

の４点に集約されるものと考えています（図－３）。

①個人に関する記録の確実性の向上

②添付書類の省略

③確認事務等の効率性の向上

④ 異なる制度間における給付調整の確実性の向上

　以下、この４点のメリットに関して、具体的に想

定される事例にてご説明したいと思います。

メリット①： 個人に関する記録の確実性の向上

事 例A／年金制度では、現在、加入手続時に基礎年

金番号を保有しているかどうかを調査するため

に、慎重な本人確認を要しています。

　 　番号導入以後は、申告される個人番号により、

確実かつ効率的な本人確認が可能となり、個人に

関する記録の確実性が向上します（図－４）。
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個人番号の利用範囲図－２

社会保障分野における番号の利用例・効果図－３
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メ リット②：添付書類の

省略

事 例B／国民健康保険の

資格取得の届出に際し

ては、現在、本人が、

従来加入している被用

者保険の保険者に資格

喪失証明書の交付申請

を行い、その交付を受

けた上で、市町村国保

の窓口に赴く必要があ

ります。

　 　番号導入以後は、

市町村国保が、被用

者保険との間で直接、

資格喪失情報に関す

る情報連携を行うことで、本人の資格喪失証明

書の申請等に関する手続きを省略することが可

能となります（図－５）。

事 例C／国民年金の収納対策や継続免除処理のた

め、現在、年金事務所から市町村に対して所得

情報の照会が行われており、市町村側には情報
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事例A　年金分野の本人確認・記録管理図－４
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事例B　国民健康保険の資格取得の届出図－５
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提供のための資料作

成や報告の負担が発

生しています。

　 　番号導入以後は、情

報連携によってそうし

た所得情報の照会や提

供が可能となります

（図－６）。

メ リット③：確認事務等

の効率性の向上

事 例D／生活保護の決定

実施にあたっては、現

在、資産調査や社会保

障給付の受給状況、就

労収入等の調査を行う

ため、福祉事務所から

関係機関に対して、そ

の都度、照会をかけて

います。

　 　番号導入以後は、関

係機関との間で地方税

関係情報や年金給付関

係情報、児童手当関係

情報等に関する情報連

携を行うことによっ

て、そうした調査が可

能となります（図－

７）。

メ リット④：異なる制度

間における給付調整の

確実性の向上

事 例E／老齢厚生年金については、雇用保険法によ

る基本手当及び高年齢雇用継続給付金の支給を受

けている間、その支給が停止されるところ、現在、

本人から雇用保険の受給資格者証や支給決定通知

書を添えて申告を受けることとなっています。

　 　番号導入以後は、年金事務所とハローワークの

間における情報連携によって、併給調整対象者を

確実に把握し、給付調整を行うことができるよう

になります（図－８）。

　なお、上記の各事例は、あくまで現時点での想定

であり、番号制度の具体的な制度設計を踏まえ、今

後変更がありうることにご留意ください。
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事例C　国民年金収納対策や継続免除に係る所得確認事務の効率化図－６
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事例D　生活保護の決定実施に必要な調査図－７
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自治体業務において想定される変化3
　以上のような社会保障・税番号制度の導入によっ

て、自治体業務にも変化が生じることが想定されます。

　例えば、メリット②の事例Cでは、市町村が情

報連携における「情報提供者」となることによる

変化が現れています。現在、市町村には、年金事

務所に所得情報の提供を行うための資料作成等の

事務負担が発生していますが、番号導入以後は、

市町村が「情報提供者」となることで、この負担

が軽減されます。

　また、メリット③の事例Dでは、現在、福祉事務

所では、年間約29万件（平成23年度福祉行政報告例）

に上る生活保護の申請について、関係機関調査に要

する事務が大きな負担となっていますが、番号導入

以後は、この調査に要する時間や、認定までに要す

る期間が短縮されることが期待されます。

　このように、社会保障・税番号制度は、行政サー

ビスを受ける国民にメリットをもたらすものである

と同時に、サービスの提供主体たる行政機関側にも、

業務の効率化という形でメリットをもたらすもので

あると考えられます。

おわりに4
　冒頭に申し上げましたとおり、社会保障・税番号

制度は、社会の公平性を高めるために必須のもので

あるとともに、将来的な民間における番号利用の可

能性を考慮して実施することとされており、情報化

社会における重要なインフラをなすことは確実です。

　社会保障分野における番号制度の導入は、その重

要な一歩をなすものであり、各地方公共団体におか

れましては、趣旨についてのご理解と、円滑な導入

に向けてのご協力をいただきますよう、お願いいた

します。
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事例E　厚生年金と雇用保険の併給調整図－８
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